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１
９
９
５
年
か
ら
勤
務
し

て
い
た
市
議
団
へ
、
₁7
年
ぶ

り
に
返
っ
て
き
ま
し
た
。
市

役
所
本
館
が
耐
震
工
事
中
で

様
変
わ
り
で
す
が
、
フ
ァ
イ

ル
の
部
局
別
の
収
納
整
理
や

新
聞
切
り
抜
き
用
の
ス
タ
ン

プ
な
ど
昔
な
が
ら
の
仕
事
ス

タ
イ
ル
に
懐
か
し
さ
を
感
じ

ま
す
。

　
１
９
９
５
年
に
は
阪
神
淡

路
大
震
災
が
あ
り
、
震
災
対

策
の
論
戦
が
大
き
な
柱
で
し

た
。
ま
た
先
々
代
の
教
育
長

が
京
都
市
長
と
な
る
直
前
で
、

現
市
長
や
現
教
育
長
と
も
中

学
校
給
食
や
少
人
数
学
級
の

実
現
の
議
論
を
し
て
い
ま
し

た
。
く
し
く
も
今
、
教
育
委

員
会
の
担
当
と
な
り
、
中
学

校
給
食
や
少
人
数
学
級
の
実

現
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
２
つ
の
課
題
は
道
半
ば
で

す
が
、
毎
回
の
京
都
市
長
選

挙
で
も
争
点
と
な
り
、
先
々

代
の
教
育
長
の
時
代
に
は

「
愛
情
弁
当
」
論
で
中
学
校

給
食
を
否
定
し
て
い
た
の
が
、

子
ど
も
の
貧
困
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
る
中
で
、
選
択

制
の
給
食
ま
で
前
進
。
９
月

市
会
で
は
、
₃₀
人
学
級
の
推

進
を
国
に
求
め
る
意
見
書
が

全
会
派
一
致
で
採
択
さ
れ
国

を
動
か
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
こ
の
２
つ
の
突
破

を
と
心
密
か
に
思
う
日
々
で

す
。 

（
神
原
郁
己
）
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コロナ禍で大変な今だからこそ

くらし、福祉、子育て応援の京都市に！
令
和
３
年
４
月
か
ら
の
入
所
児
受
け
入
れ
を
限
定

法
人
か
ら
の
提
案
後
、わ
ず
か
20
日
間
で
民
間
移
管
を
発
表
！

こ
れ
で
本
当
に

 

子
育
て
環
境
日
本
一
!?

聚
楽
保
育
所（
中
京
区
）

鏡
山
保
育
所（
山
科
区
）

所
得
の
低
い
人
に
14
億
８
０
０
０
万
円
の
負
担
増

　
₁₁
月
市
会
で
、
所
得
の
低
い
市
民
の
市
民

税
減
免
制
度
を
廃
止
す
る
条
例
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
（
日
本
共
産
党
の
み
反
対
）。
約
５

万
人
に
対
し
１
億
６
０
０
０
万
円
の
増
税
と

な
り
ま
す
。

　
連
動
す
る
福
祉
施
策
な
ど
、
京
都
市
の
関

連
す
る
事
業
だ
け
で
57
事
業
、
₁₃
億
２
０
０

０
万
円
の
負
担
増
、
合
計
₁₄
億
８
０
０
０
万

円
に
も
な
り
ま
す
。

「
行
財
政
審
議
会
」先
取
り

市
民
税
減
免
廃
止
は
許
せ
ま
せ
ん

　70歳を超え、抗ガン治療を行っ
ています。医療費の月の限度額は
8,000円、入院は24,600円 + 食事
代、年金生活者には非常に助かって
います。制度がなくなったら、通院
が18,000円、入院が57,600円に。
助けてください。

　
京
都
市
は
、「
市
営
保
育
所
を
残
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
保
護
者
や
市
民
の
声
を
無
視
し

て
、
市
営
保
育
所
の
廃
止
・
民
間
移
管
を
強
引
に
推
し
進
め
て
い
ま
す
。

　
市
長
が
諮
問
し
た
「
行
財
政
審
議
会
」
で
は
、「
小
学
生
の
虫
歯
治
療
施
策
の

廃
止
」
や
「
保
育
所
運
営
費
補
助
の
カ
ッ
ト
」
な
ど
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
聚
楽
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
移
管
受
託
法
人
が
、
９
月
市
会
の
議
決
直
前
（
₁₀
月
₂₆

日
）
に
辞
退
し
た
た
め
、
廃
止
議
案
は
撤
回
さ
れ
ま
し
た
。
す
で
に
次
年
度
入
所
希
望
者

を
募
集
し
て
お
り
、
₁₁
月
末
ま
で
に
、
₁₂
名
の
保
護
者
が
入
所
を
申
し
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
通
り
市
営
保
育
所
と
し
て
運
営
す
れ
ば
何
の
問
題
も
あ
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ

が
、
新
年
度
の
受
け
入
れ
は
1
歳
児
3
人
、
3
歳
児
2
人
の
わ
ず
か
5
人
。
保
護
者
の
希

望
や
願
い
を
踏
み
に
じ
る
も
の
で
、
公
的
責
任
の
放
棄
で
す
。
速
や
か
に
、
受
け
入
れ
を

表
明
す
べ
き
で
す
。

　
鏡
山
保
育
所
は
、
山
科
区
で
唯
一
の
市
営
保
育
所
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
保
育
所
で
す
。

　
近
く
の
保
育
園
を
運
営
す
る
社
会
福
祉
法
人
か
ら
民
間
移
管
に
関
す
る
提
案
が
あ
っ
た

の
は
₁₀
月
₂₀
日
。
そ
れ
を
受
け
て
、
京
都
市
が
民
間
移
管
を
発
表
し
た
の
は
₁₁
月
９
日
。

　
保
護
者
に
な
ん
の
説
明
も
な
い
ま
ま
、
わ
ず
か
₂₀
日
間
で
、
民
間
移
管
と
い
う
大
事
な
こ

と
を
発
表
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ど
こ
で
ど
れ
ほ
ど
の
検
討
が
な
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ど
う
い
う
こ
と
！

な
ぜ
？

い
つ
の
ま
に
!?

力を
あわせて

「
撤
回
」め
ざ
し
、

 

さ
ら
な
る
運
動
を

　
減
免
制
度
廃
止
の
中
止
を
求
め
る

署
名
は
、
短
期
間
で
1
0
0
0
筆
を

超
え
て
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
市
長
が

諮
問
し
た
「
行
財
政
審
議
会
」
で
は
、

市
民
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
サ

ー
ビ
ス
切
り
捨
て
、
負
担
増
の
押
し

つ
け
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
減
免

制
度
の
廃
止
撤
回
を
は
じ
め
、「
自

助
」
の
押
し
つ
け
を
許
さ
な
い
市
民

の
声
を
一
層
広
げ
ま
し
ょ
う
。

「市民税減免制度廃止」撤回を求める緊急集会（12月8日）
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平井 良人 議員

平井良人議員は、12月1日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質疑を行いました。

　
平
井
議
員
は
、
ま
ず
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
対
し
て
、
医
療
機
関
へ
の
減
収
補

塡
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
用
の
全
額
国
庫
負
担
を
国

に
求
め
る
こ
と
、
ま
た
医
療
機
関
や
高
齢
者
施

設
な
ど
重
症
化
の
リ
ス
ク
が
高
い
分
野
へ
の
定

期
検
査
や
、
保
健
師
、
衛
生
環
境
研
究
所
の
本

格
的
な
増
員
を
求
め
ま
し
た
。

　
平
井
議
員
は
、
各
種
の
経
済
指
標
や
党
議
員

団
が
行
っ
た
祇
園
の
事
業
者
調
査
を
ふ
ま
え
、

多
く
の
中
小
・
小
規
模
事
業
者
が
廃
業
・
休
業

に
追
い
込
ま
れ
る
危
険
性
を
指
摘
。
菅
内
閣
が
、

第
３
次
補
正
予
算
を
年
明
け
に
先
延
ば
し
し
た

こ
と
や
予
備
費
７
・
３
兆
円
の
使
い
道
も
決
ま

っ
て
い
な
い
こ
と
を
厳
し
く
批
判
し
、
事
業
者

に
直
接
支
援
が
届
く
よ
う
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、

自
治
体
の
裁
量
で
自
由
に
使
え
る
交
付
金
制
度

の
創
設
、
消
費
税
減
税
の
実
施
を
国
に
要
求
す

る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、「
本
市
の
裁
量
に
よ
り
実
情
に

応
じ
た
使
い
方
が
可
能
な
交
付
金
の
増
額
等
を

要
望
」
し
て
い
る
と
答
弁
。
一
方
、「
社
会
保

障
財
源
の
安
定
的
な
確
保
等
の
た
め
消
費
税
の

引
き
下
げ
を
国
に
求
め
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
」
と
冷
た
く
拒
否
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、
解
雇
さ
れ
て
も
再
就
職

す
ら
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
に
あ
る
と
指
摘
。
休

業
支
援
給
付
金
は
予
算
執
行
率
が
わ
ず
か
6
・

4
％
に
留
ま
っ
て
お
り
、
制
度
運
用
の
柔
軟
化
、

期
限
の
延
長
な
ど
を
申
し
入
れ
る
よ
う
求
め
ま

し
た
。
ま
た
、
雇
用
創
出
と
労
働
者
保
護
に
責

任
を
も
つ
部
署
の
復
活
を
求
め
ま
し
た
。

　
産
業
観
光
局
長
は
「
休
業
支
援
金
・
給
付
金

制
度
は
、
柔
軟
な
制
度
運
用
や
対
象
期
間
の
延

長
を
要
望
し
、
２
月
（
２
０
２
１
年
）
ま
で
期

間
の
延
長
が
実
現
し
た
。
７
月
（
２
０
２
０

年
）
に
、『
ひ
と
・
し
ご
と
環
境
整
備
課
長
』

を
配
置
し
て
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
離
職
者
等
を
雇

用
す
る
中
小
企
業
等
へ
の
支
援
制
度
を
創
設
し

た
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
平
井
議
員
は
、
各
地
の
食
料
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
、
多
く
の
学
生
が
参
加
し
、
高
学
費
、

学
び
、
く
ら
し
の
問
題
な
ど
深
刻
な
実
態
が
浮

き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
。
大
学
と

連
携
し
、
学
生
の
実
態
を
つ
か
み
、
市
独
自
の

給
付
制
奨
学
金
制
度
の
創
設
な
ど
の
支
援
策
、

就
職
支
援
策
を
す
ぐ
に
講
じ
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。

　
副
市
長
は
、
直
接
的
な
経
済
支
援
に
つ
い
て

は
「
国
に
お
い
て
統
一
的
に
対
応
す
る
必
要
が

あ
る
」
と
従
来
の
答
弁
に
留
ま
り
ま
し
た
。
就

職
支
援
に
つ
い
て
は
、
わ
か
も
の
就
職
支
援
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
相
談
や

模
擬
面
接
の
実
施
、
中
小
企
業
向
け
オ
ン
ラ
イ

ン
採
用
活
動
導
入
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
と
答

弁
し
ま
し
た
。

　
平
井
議
員
は
、
市
長
が
「
持
続
可
能
な
行
財

政
審
議
会
」
に
諮
問
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
切

り
捨
て
、
負
担
増
を
押
し
付
け
よ
う
と
し
て
い

る
一
方
で
、
北
陸
新
幹
線
延
伸
な
ど
不
要
不
急

の
大
型
事
業
は
、
事
実
上
聖
域
化
し
て
い
る
こ

と
を
指
摘
。
財
政
健
全
化
推
進
本
部
の
訓
示
で

「
社
会
的
な
課
題
の
解
決
を
税
金
で
、
公
務
員
、

行
政
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
時
代

は
終
わ
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

公
的
責
任
の
放
棄
だ
と
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
「
自
助
・
共
助
・
公
助
と
い
う
社
会

本
来
の
姿
を
基
本
と
す
る
」
と
述
べ
、
市
長
就

任
以
来
3
4
0
0
人
の
職
員
削
減
に
つ
づ
き
、

歳
入
歳
出
両
面
の
改
革
を
加
速
す
る
と
市
民
サ

ー
ビ
ス
切
り
捨
て
の
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

　
平
井
議
員
は
、
水
道
事
業
の
民
営
化
に
よ
り

水
道
料
金
の
値
上
げ
や
水
質
悪
化
な
ど
で
、
再

度
公
営
化
す
る
都
市
が
世
界
的
な
流
れ
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、
命
の
水
を
守
る
た
め
、

水
道
事
業
の
民
間
委
託
化
や
広
域
化
を
行
わ
な

い
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
上
下
水
道
局
長
は
「
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

経
営
の
効
率
化
を
進
め
て
い
く
た
め
、
根
幹
業

務
は
直
営
で
実
施
す
る
と
と
も
に
、
積
極
的
に

民
間
委
託
を
す
す
め
る
。
京
都
府
が
広
域
化
・

広
域
連
携
の
推
進
役
。
協
力
し
実
現
可
能
な
連

携
を
検
討
を
し
て
い
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
バ
ス
、
地
下
鉄
と
も
今
年
度
の
減
収
が
見
込

ま
れ
て
い
る
も
と
で
、
バ
ス
一
日
券
な
ど
企
画

券
の
値
上
げ
や
ダ
イ
ヤ
の
改
悪
が
検
討
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
削
減
や
負

担
増
な
ど
は
や
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
交
通
局
長
は
、
バ
ス
一
日
券
な
ど
各
種
割
引

乗
車
券
の
見
直
し
の
検
討
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
平
井
議
員
は
、
中
京
区
壬
生
の
新
選
組
屯
所

跡
で
あ
る
前
川
邸
近
隣
の
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
建

設
計
画
に
つ
い
て
、
許
可
の
取
り
消
し
、
低
層

へ
の
変
更
を
事
業
者
に
指
導
す
る
よ
う
要
望
し

ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し
む
中
小
・
小
規
模
事
業
者
、

労
働
者
、
学
生
へ
の
支
援
を

市
民
サ
ー
ビ
ス
切
り
捨
て
、
負
担
増
は
や
め
よ

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に 

抜
本
的
な
対
策
を

年
を
越
せ
な
い
中
小
・
小
規
模 

事
業
者
へ
の
支
援
を

コ
ロ
ナ
禍
で
失
業
者
を
生
み
出
さ
ず
、

労
働
者
保
護
を

学
生
の
く
ら
し
、学
び
、就
職
へ
の

支
援
を

市
民
サ
ー
ビ
ス
削
減
で
な
く

自
治
体
の
公
的
責
任
の
発
揮
へ

地
下
鉄
・
バ
ス
の
路
線
、ダ
イ
ヤ
の

改
悪
、負
担
増
は
や
め
よ

命
の
水
、
水
道
の
民
営
化
は
や
め
よ

壬
生
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
は 

低
層
住
宅
に
変
更
を



代表質問
12 月 1 日月市会 本会議11

67

森田 ゆみ子 議員

　
森
田
議
員
は
、
原
発
に
頼
ら
な
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
の
推
進
を
述
べ
た
上
で
、
気
候
危
機
へ

の
踏
み
込
ん
だ
取
り
組
み
が
必
要
と
、
太
陽
光

パ
ネ
ル
と
蓄
電
設
備
の
住
民
負
担
を
軽
減
す
る

制
度
の
創
設
を
求
め
ま
し
た
。
市
長
は
「『
２

０
５
０
年
（
Ｃ
Ｏ

２
排
出
実
質
）
ゼ
ロ
』
の
実

現
へ
、
市
民
・
地
域
・
事
業
者
と
一
体
と
な
っ

て
全
力
で
取
り
組
む
」「
民
間
住
宅
へ
の
太
陽

光
発
電
の
普
及
拡
大
で
は
負
担
軽
減
が
有
効
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
森
田
議
員
は
、
Ｃ
Ｏ

２
の
森
林
で
の
吸
収
の

た
め
に
、
地
域
住
民
や
林
業
者
、
森
林
組
合
と

連
携
し
、
森
林
整
備
と
一
体
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
質
問
。

市
長
は
「
間
伐
の
促
進
、
公
共
施
設
や
民
間
で

の
市
内
産
材
の
利
用
拡
大
に
取
り
組
み
、
間
伐

材
等
の
未
利
用
木
材
に
つ
い
て
も
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
所
等
へ
の
供
給
体
制
を
構
築
す

る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
森
田
議
員
は
、
食
の
地
産
地
消
で
輸
入
の
船

や
飛
行
機
の
燃
料
を
減
ら
し
、
Ｃ
Ｏ

２
を
削
減

す
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
農
家
が
安
心
し
て
生

産
農
地
を
増
や
し
、
後
継
者
の
育
成
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
必
要
と
主
張
。
学
校
給
食
食
材
へ
の

市
内
産
農
産
物
の
活
用
を
求
め
ま
し
た
。
市
長

は
「
学
校
給
食
は
も
と
よ
り
、
市
内
産
農
産
物

が
身
近
で
安
定
的
に
購
入
で
き
る
環
境
整
備
に

努
め
、
市
内
で
の
消
費
拡
大
を
図
り
、
農
家
の

経
営
安
定
で
、
後
継
者
の
確
保
と
農
地
の
維
持

に
つ
な
げ
た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
公
共
交
通
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
市
内
周

辺
部
へ
の
循
環
バ
ス
や
、
市
長
の
公
約
で
あ
る

市
バ
ス
の
乗
り
継
ぎ
無
料
化
の
早
期
実
施
を
求

め
ま
し
た
。
副
市
長
は
「
循
環
バ
ス
の
新
設
に

は
、
地
域
の
総
意
と
安
定
的
な
利
用
見
込
み
が

必
要
」「
乗
り
継
ぎ
割
引
の
拡
充
を
掲
げ
て
き

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
１
０
０
億
円
を
超
え

る
減
収
。
財
政
の
め
ど
を
立
て
つ
つ
検
討
し
た

い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
分
散
登
校
に
よ
る
少
人
数
学
級

を
経
験
し
た
こ
と
や
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
の
中

で
日
本
の
小
中
学
校
平
均
学
級
規
模
が
最
大
と

な
っ
て
い
る
こ
と
、
京
都
市

を
含
め
多
く
の
議
会
が
少
人

数
学
級
を
求
め
る
意
見
書
を

採
択
し
て
い
る
こ
と
な
ど
示

し
、
少
人
数
学
級
の
実
現
を

求
め
ま
し
た
。
教
育
長
は

「
全
学
年
で
₃₀
人
学
級
を
実

施
す
る
に
は
毎
年
約
7₀
億
円

も
の
予
算
が
必
要
」「（
意
見

書
の
採
択
を
受
け
）
市
長
が

文
部
科
学
大
臣
に
直
接
要
望

書
を
提
出
」「
教
育
委
員
会

と
し
て
も
引
き
続
き
要
望
を

重
ね
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
支
援
に
つ
い

て
、
赤
字
補
填
や
活
動
資
金
に
あ
た
る
補
助
制

度
が
必
要
と
追
及
。
文
化
芸
術
政
策
監
は
「
緊

急
奨
励
金
制
度
を
4
月
に
創
設
。
切
れ
目
の
な

い
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。
感
染
拡
大
防
止
と

文
化
芸
術
活
動
の
補
助
金
は
、
収
入
減
を
補
填

す
る
趣
旨
で
は
な
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
₁₁
月
₁₃
日
に
閉
館
さ
れ
た
京
都
こ
ど
も
文
化

会
館
に
つ
い
て
、「
児
童
文
化
の
拠
点
と
し
て
、

さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
べ
き
施
設
を
廃
止
す
る
な

ど
、
全
く
許
せ
な
い
。
再
開
す
る
べ
き
」
と
追

及
し
ま
し
た
。
子
ど
も
若
者
は
ぐ
く
み
局
長
は

「
市
府
で
検
討
を
重
ね
て
、
閉
館
し
た
。
耐
震

性
能
不
足
等
リ
ス
ク
が
あ
る
。
既
存
施
設
を
活

用
し
、
ソ
フ
ト
面
に
重
点
を
置
く
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。

　
森
田
議
員
は
、
二
条
城
や
下
鴨
神
社
の
例
を

示
し
、
市
が
世
界
遺
産
な
ど
の
文
化
財
を
観
光

に
活
用
し
て
稼
ぐ
こ
と
を
優
先
に
し
て
き
た
と

批
判
。
金
閣
寺
で
は
ず
さ
ん
な
管
理
が
行
わ
れ

世
界
文
化
遺
産
の
重
要
な
遺
構
を
破
損
し
た
問

題
を
指
摘
。「
反
省
し
、
文
化
財
保
護
費
増
額

と
体
制
強
化
を
」
と
求
め
ま
し
た
。
文
化
芸
術

政
策
監
は
「
厳
し
い
財
政
状
況
だ
が
、
日
本
・

世
界
の
宝
、
京
都
の
文
化
財
を
後
世
に
確
実
に

継
承
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
」
と
答
弁
し
ま
し

た
。

　
森
田
議
員
は
、
地
元
、
西
大
路
駅
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
や
合
流
式
下
水
道
区
域
で
の
河
川
環

境
の
改
善
を
求
め
ま
し
た
。
鈴
木
副
市
長
か
ら

「
現
駅
舎
の
改
善
の
地
域
の
強
い
希
望
を
お
聞

き
し
、
検
討
を
続
け
る
」。
上
下
水
道
局
長
か

ら
「
厳
し
い
経
営
環
境
だ
が
、
衛
生
的
な
水
環

境
の
保
全
を
図
っ
て
い
く
」
な
ど
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
対
策
は
待
っ
た
な
し

食
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を

コ
ロ
ナ
禍
の
体
験
活
か
し
、
今
す
ぐ
少
人
数
学
級
の
実
現
を

森田ゆみ子議員は、12月1日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質疑を行いました。

気
候
危
機
へ
の

踏
み
込
ん
だ
取
り
組
み
を

Ｃ
Ｏ

２

吸
収
対
策
と
し
て
の

森
林
整
備
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
の
取
り
組
み
を

市
内
周
辺
部
へ
の
循
環
バ
ス
と

市
バ
ス
の
乗
り
継
ぎ
無
料
の
実
現
を

少
人
数
学
級
の
実
現
を

文
化
・
芸
術
関
係
者
へ
の
支
援
を

輸
送
に
伴
う
Ｃ
Ｏ

２
削
減
へ
、

食
の
地
産
地
消
の
取
り
組
み
を

西
大
路
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や

堀
川
と
西
高
瀬
川
の
環
境
改
善
を

京
都
こ
ど
も
文
化
会
館
の
再
開
を

文
化
財
保
護
の
体
制
と

予
算
の
拡
充
を

OECD「図表で見る教育2013年版」より　議員団作成
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西
野
議
員
は
、「
地
球
温
暖
化
対
策
条
例
」
の
改

正
案
の
前
文
で
、「
気
候
危
機
と
も
い
え
る
時
代
に
突

入
し
て
い
る
」「
豊
か
な
地
球
環
境
を
将
来
の
世
代
に

引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
の
岐
路
に
立
っ

て
い
る
」
と
明
記
、
２
０
５
０
年
二
酸
化
炭
素
排
出

正
味
ゼ
ロ
を
掲

げ
た
こ
と
を
評

価
し
、
賛
成
す

る
と
表
明
し
ま

し
た
。
そ
の
上

で
達
成
し
て
い

く
た
め
の
提
案

を
し
ま
し
た
。

　
第
１
に
、
代

替
フ
ロ
ン
な
ど

二
酸
化
炭
素
以

外
の
温
室
効
果

ガ
ス
の
削
減
に

む
け
た
目
標
の

設
定
。

　
第
２
に
、
市
の
す
べ
て
の
局
が
目
的
を
共
有
し
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％
達
成
計
画
を
示
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
特
定
事
業
者
や
準
特
定
事
業
者
へ

の
指
導
や
助
言
を
強
め
る
こ
と
。

　
第
３
に
、
京
都
市
域
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
し
て

い
る
大
阪
ガ
ス
や
関
西
電
力
に
、
再
エ
ネ
導
入
計
画

書
の
策
定
を
指
導
し
、
原
発
由
来
の
電
力
に
つ
い
て

は
購
入
し
な
い
こ
と
。

　
第
４
に
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
具
体
策
を
示

し
、
２
０
３
０
年
温
室
効
果
ガ
ス
₄₀
％
以
上
削
減
を

必
ず
実
行
す
る
こ
と
。

　
第
5
に
、
市
民
や
事
業
者
を
含
め
て
の
取
り
組
み

推
進
の
た
め
の
、
財
政
支
援
を
行
う
こ
と
。

　
西
野
議
員
は
最
後
に
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
基

準
年
を
１
９
９
０
年
か
ら
２
０
１
３
年
に
変
更
す
る

こ
と
は
削
減
数
値
を
大
き
く
見
せ
よ
う
と
す
る
日
本

政
府
に
追
随
す
る
も
の
と
指
摘
。
気
候
危
機
宣
言
に

ふ
さ
わ
し
い
水
準
に
国
の
目
標
を
引
き
上
げ
る
よ
う

に
国
を
け
ん
引
す
る
こ
と
こ
そ
必
要
だ
と
述
べ
ま
し

た
。

「
気
候
危
機
」―
危
機
感
を
共
有
し
、

議
会
が
京
都
市
と
一
つ
に
な
っ
て
取
り
組
む
決
意

 

「
地
球
温
暖
化
対
策
条
例
改
正
」
に
つ
い
て
西
野
さ
ち
子
議
員
が
賛
成
討
論

感
染
拡
大
防
止
、
く
ら
し
・
営
業
支
援
へ

必
要
な
予
算
を

 

補
正
予
算
案
に
つ
い
て
赤
阪
仁
議
員
が
賛
成
討
論

　
赤
阪
議
員
は
、
補
正
予
算
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍

で
求
め
ら
れ
て
い
る
水
準
か
ら
言
え
ば
不
十
分
だ
が
、

必
要
な
補
正
だ
と
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
上
で
ま
ず
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し
て
、
学

校
・
園
に
お
け
る
感
染
症
発
生
時
の
消
毒
に
つ
い
て

必
要
な
場
合
の
追
加
措
置
、
学
級
閉
鎖
や
休
校
か
ら

再
開
後
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
補
強
等
丁
寧

な
対
応
を
求
め
ま
し
た
。「
第
３
波
」
が
広
が
る
中

で
あ
り
、「
感
染
防
止
が
一
番
の
経
済
対
策
」
と
の

日
医
会
長
発
言
を
紹
介
し
て
、
社
会
的
検
査
、
防
疫

的
検
査
の
拡
充
を
求
め
ま
し
た
。

　
つ
ぎ
に
、
経
済
支
援
と
生
活
支
援
対
策
に
つ
い
て
、

Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
に
参
加
し
て
い
な
い
事
業
者
へ

の
支
援
こ
そ
必
要
で
あ
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。
そ
の

上
で
、
持
続
化
給
付
金
、
家
賃
支
援
給
付
金
の
再
給

付
な
ど
必
要
な
人
に
速
や
か
な
対
策
を
党
議
員
団
は

求
め
て
き
た
と
述
べ
、
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
臨
時
特

別
給
付
金
の
再
給
実
現
を
歓
迎
す
る
と
表
明
。
さ
ら

に
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
へ

の
直
接
支
援
で
、
倒
産
、
廃
業
か

ら
救
う
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
と
主
張
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
児
童
福
祉
セ
ン
タ
ー

等
３
施
設
一
体
化
の
整
備
事
業
に

つ
い
て
は
再
検
討
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　「
住
民
基
本
台
帳
法
等
の
改
正

に
対
応
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改

修
」
に
つ
い
て
は
不
要
不
急
の
事

業
で
あ
り
、
情
報
漏
洩
や
国
民
管

理
な
ど
の
問
題
が
あ
る
と
、
見
直

し
を
求
め
ま
し
た
。

◆「
脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
す
決
議
」
全
会
一
致
で
可
決

　「
本
市
会
は
、
こ
こ
に
気
候
非
常
事
態
を
宣
言
し
、
市
民
、
事
業
者
を
は
じ
め
と
す
る
、
あ
ら
ゆ
る

主
体
と
危
機
感
、
目
標
を
共
有
し
た
う
え
で
、
そ
の
理
解
と
協
力
を
深
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
主
的

か
つ
積
極
的
に
地
球
温
暖
化
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
を
決
意
す
る
。」（
決
議
よ
り
一
部
抜
粋
）

環境団体のみなさんと意見交換をしました
（2020年12月1日）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
前
で
取
り
組
ん
だ

雇
用
ア
ン
ケ
ー
ト

 

（
12
月
21
日
〜
23
日
）
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11月市会 終了本会議 12月 10日
討論（議案態度、意見書）

11月市会閉会本会議での意見書採択結果

自民＝自由民主党京都市会議員団　　　　　　　　共産＝日本共産党京都市会議員団　　　公明＝公明党京都市会議員団
民フ＝民主・市民フォーラム京都市会議員団　　　京都＝地域政党京都党市会議員団　　　維新＝日本維新の会京都市会議員団　　　無所属＝森川央議員

件　名 審議
結果

○×は議案に対する各会派の態度。
○＝賛成、×＝反対

提案会派等
共
産

自
民

公
明

民
フ

京
都

維
新

無
所
属

不妊治療への保険適用の拡大を求める意見書の提出について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 自民、共産、公明、
無所属

犯罪被害者支援の充実を求める意見書の提出について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 自民、公明、京都、
維新、無所属

住まいと暮らしの安心を確保する居住支援の強化を求める意見
書の提出について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 自民、公明、維新、

無所属
年末に向けて国民生活を支援するための緊急対策を求める意見
書の提出について 否決 〇 × × × × × × 共産

後期高齢者医療一部負担金の２割負担導入方針の撤回を求める
意見書の提出について 否決 〇 × × × × × × 共産

脱炭素社会の実現を目指す決議について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 自民、共産、公明、
民フ、維新

　
く
ら
た
議
員
は
、
多
く
の
国
民
、
中
小
零
細
事
業

者
か
ら
「
年
を
越
せ
な
い
」「
持
続
化
給
付
金
１
回

き
り
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
」
と
い
う
悲
鳴
が
あ

が
っ
て
お
り
、
今
す
ぐ
現
場
に
届
く
対
策
が
必
要
だ

と
指
摘
。
政
府
が
臨
時
閣
議
で
示
し
た
追
加
経
済
対

策
は
、
現
場
に
届
く
の
は
早
く
て
も
３
月
以
降
、
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
の
抜
本
的
拡
大
に
必
要
な
全
額
国
費
の
枠

組
み
も
盛
り
込
ま
ず
、
感
染
症
対
策
や
受
診
控
え
な

ど
で
経
営
難
に
陥
っ
た
医
療
機
関
へ
の
減
収
補
て
ん

も
な
い
一
方
、「
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
」
は
来
年
６

月
ま
で
延
長
す
る
な
ど
、
緊
急
の
支
援
策
に
は
な
り

得
な
い
と
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
感
染
拡
大
を
止
め
る
こ
と
も
で
き

ず
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
廃
業
・
倒
産
と

労
働
者
の
解
雇
・
雇
い
止
め
な
ど
経
済
危
機
を
進
行

さ
せ
る
と
指
摘
。
大
不
況
の
悪
循
環
を
生
み
出
し
か

ね
な
い
と
述
べ
ま
し
た
。

　
い
ま
、
国
と
自
治
体
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
未
曽

有
の
危
機
に
あ
る
国
民
の
命
と
暮
ら
し
、
中
小
企
業

の
営
業
と
雇
用
を
守
る
た
め
に
、
総
力
を
挙
げ
て
支

援
を
行
う
こ
と
で
あ
る
と
主
張
。
国
に
対
し
て
予
備

費
7
兆
円
を
活
用
し
、
緊
急
に
新
た
な
対
策
を
打
ち

出
す
と
と
も
に
、
自
治
体
が
実
情
に
応
じ
た
支
援
が

で
き
る
よ
う
に
財
源
措
置
を
行
う
こ
と
を
国
に
強
力

に
求
め
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
意
見
書
の
採
択
を

求
め
ま
し
た
。

意
見
書
「
年
末
に
向
け
て

の
緊
急
対
策
を
求
め
る
」

く
ら
た
共
子
議
員
が

採
択
を
求
め
賛
成
討
論

　
玉
本
議
員
は
、
反
対
す
る
理
由
と
し
て
、
第
一
に
、

大
宮
交
通
公
園
で
最
も
人
気
の
「
ゴ
ー
カ
ー
ト
を
な

く
さ
な
い
で
ほ
し
い
」
と
い
う
声
に
応
え
ず
条
例
か

ら
も
削
除
し
て
し
ま
う
な
ど
、
市
民
の
声
、
と
り
わ

け
子
ど
も
の
声
に
応
え
ず
進
め
た
こ
と
。
第
二
に
、

北
消
防
署
の
建
て
替
え
の
必
要
性
は
求
め
て
き
た
が
、

公
園
内
に
北
消
防
署
を
新
築
移
転
し
、
公
園
面
積
を

3
0
0
0
㎡
近
く
も
縮
小
し
、
樹
木
を
一
三
〇
本
も

伐
採
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
。
第
三
に
、
パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ

Ｉ
方
式
を
採
用
し
た
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
要
望
な

ど
よ
り
も
、
指
定
管
理
者
と
な
る
事
業
者
の
利
益
が

優
先
さ
れ
る
公
園
づ
く
り
と
な
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　
玉
本
議
員
は
、
市
民
に
愛
さ
れ
る
公
園
と
し
て
、

市
民
の
要
望
な
ど
も
取
り
入
れ
、
よ
り
良
い
公
園
と

し
て
発
展
す
る
た
め
の
運
営
と
な
る
よ
う
求
め
、
ま

た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
利
用
料

金
の
上
限
一
時
間
三
〇
〇
〇
円
は
高
過
ぎ
る
と
い
う

市
民
の
意
見
を
紹
介
し
、
利
用
し
や
す
い
料
金
に
す

る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
、
公
園
は
住
宅

が
隣
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
消
防
車
の
出
入
り
や

サ
イ
レ
ン
音
な
ど
住
民
か
ら
住
環
境
の
悪
化
へ
の
不

安
の
声
が
上
が
っ
て
お
り
、
必
要
な
説
明
会
の
開
催

な
ど
、
建
設
局
と
消
防
局
が
連
携
を
し
て
、
住
環
境

の
悪
化
を
防
ぐ
対
策
を
行
う
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
夜
間
な
ど
防
犯
対
策
を
強
め
る
必
要
が
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

大
宮
交
通
公
園
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

玉
本
な
る
み
議
員
が

反
対
討
論

　
鈴
木
議
員
は
、
75
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
負
担
に

２
割
負
担
を
導
入
す
る
方
針
を
め
ぐ
り
、
対
象
と
な

る
年
収
の
範
囲
に
つ
い
て
２
０
０
万
円
以
上
で
大
筋

合
意
と
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
高
齢
者

の
健
康
と
生
活
へ
の
不
安
が
高
ま
っ
て
い
る
時
に
、

医
療
負
担
増
を
持
ち
出
す
姿
勢
そ
の
も
の
が
問
題
で

あ
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
75
歳
以
上
の
多
く
の
方
々
は
、
病
気
や
け
が
で
複

数
の
医
療
機
関
に
か
か
っ
た
り
、
治
療
が
長
期
化
し

た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
る
こ
と
、
収
入
は
公
的

年
金
に
限
ら
れ
て
い
る
上
に
、
年
金
額
も
目
減
り
し

て
い
る
も
と
で
、
２
倍
の
負
担
を
強
い
ら
れ
生
活
維

持
の
た
め
に
働
か
ざ
る
を
得
ず
、
家
計
を
切
り
詰
め

て
暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
厳
し
い
現
実
を
訴
え
ま
し

た
。
原
則
1
割
負
担
の
下
で
も
、
経
済
的
理
由
で
手

遅
れ
に
な
っ
た
痛
ま
し
い
事
例
が
報
告
さ
れ
、
現
在

も
そ
の
実
態
は
進
行
し
て
い
る
と
主
張
し
ま
し
た
。

　
医
療
・
高
齢
者
団
体
が
「
2
割
負
担
に
な
れ
ば
受

診
抑
制
が
起
こ
る
」
と
、
さ
ら
に
医
師
会
な
ど
も

「
高
齢
者
か
ら
医
療
を
さ
ら
に
遠
ざ
け
、
経
済
的
に

も
身
体
的
に
も
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
に
な
る
」
と
の
指

摘
も
紹
介
し
ま
し
た
。

　
政
府
・
与
党
が
、
財
政
難
だ
と
言
い
な
が
ら
、
大

企
業
や
富
裕
層
を
優
遇
す
る
不
公
平
税
制
に
は
手
を

つ
け
ず
に
、
高
齢
者
の
窓
口
負
担
を
上
げ
る
こ
と
は

断
じ
て
許
さ
れ
な
い
と
主
張
し
ま
し
た
。

意
見
書
「
後
期
高
齢
者
医
療

負
担
金
増
の
撤
回
を
求
め
る
」

鈴
木
と
よ
こ
議
員
が

採
択
を
求
め
賛
成
討
論
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11
月
市
会
を
終
え
て

２
０
２
０
年
₁₂
月
₁₁
日

日
本
共
産
党
京
都
市
会
議
員
団

団
長　

井
坂　

博
文

声
明

一
、
は
じ
め
に

　 

　
₁₁
月
市
会
は
、
₁₂
月
₁₀
日
、
₁₆
日
間
の
日
程
を
終
え
て
終
了
し
ま
し
た
。

₁₁
月
市
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
が
拡
大
し
、
年
末
に

か
け
て
中
小
・
小
規
模
事
業
所
の
廃
業
・
倒
産
、
解
雇
、
雇
い
止
め
な
ど
が

進
行
す
る
な
か
開
か
れ
ま
し
た
。
党
議
員
団
は
住
民
の
み
な
さ
ん
の
切
実
な

声
を
か
か
げ
て
、
願
い
実
現
に
奮
闘
し
ま
し
た
。

一
、
市
長
提
出
議
案
に
対
す
る
党
議
員
団
の
態
度
に
つ
い
て

　 

　
市
長
か
ら
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
や
事
業
者
な
ど

の
支
援
を
講
じ
る
補
正
予
算
な
ど
計
5₂
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
党
議
員
団

は
、
₄5
件
に
つ
い
て
賛
成
し
、
職
員
の
期
末
手
当
を
引
き
下
げ
る
条
例
改

正
、
八
条
口
貸
し
切
り
バ
ス
乗
降
場
等
営
利
を
目
的
と
し
た
民
間
企
業
を
指

定
管
理
者
に
指
定
す
る
議
案
、
大
宮
交
通
公
園
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
関

連
議
案
3
件
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
議
案
の
合
計
７
件
に
反
対
し
ま
し

た
。
他
会
派
・
議
員
は
全
て
の
議
案
に
賛
成
し
ま
し
た
。

〈
市
民
税
独
自
減
免
制
度
の
廃
止
に
つ
い
て
〉

　 

　
９
月
市
会
に
運
動
の
力
で
継
続
審
査
を
全
会
一
致
で
決
定
し
た
市
民
税
の

独
自
減
免
制
度
の
廃
止
に
つ
い
て
、
₁₁
月
市
会
で
審
査
が
行
わ
れ
、
党
議
員

団
以
外
の
全
て
の
会
派
・
議
員
の
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
党
議
員

団
は
、
引
き
続
き
、
継
続
審
査
を
求
め
る
動
議
を
提
出
し
た
後
、
独
自
減
免

制
度
を
継
続
す
る「
修
正
案
」を
提
案
し
、
原
案
に
反
対
し
ま
し
た
。
減
免
制

度
廃
止
の
中
止
を
求
め
る
署
名
は
、
短
期
間
で
１
０
０
０
筆
を
超
え
て
よ
せ

ら
れ
、
当
局
が
影
響
を
明
ら
か
に
し
な
い
も
と
で
も
、
当
事
者
の
方
か
ら
実

態
が
告
発
さ
れ
、
可
決
後
開
か
れ
た
減
免
制
度
廃
止
撤
回
を
求
め
る
緊
急
集

会（
2
0
2
0
年
秋
の
総
行
動
実
行
委
員
会
主
催
）に
は
会
場
い
っ
ぱ
い
の
参

加
者
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　 

　
党
議
員
団
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
住
民
の
命
を
守
る
た
め
に
、
豊
か
な

福
祉
を
実
現
し
、
暮
ら
し
を
応
援
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
な

か
、
同
議
案
に
賛
成
し
た
自
民
・
公
明
・
民
フ
・
京
都
・
維
新
・
無
所
属
議

員
の
責
任
は
重
大
で
あ
る
」と
し
て
、「
施
行
ま
で
の
3
年
間
で
更
な
る
運
動

を
広
げ
、
減
免
制
度
廃
止
を
撤
回
し
、
自
助
を
お
し
つ
け
福
祉
を
切
り
捨
て

る『
行
財
政
改
革
』を
中
止
さ
せ
る
べ
く
奮
闘
す
る
」と
の
声
明
を
発
表
し
ま

し
た
。

〈
地
球
温
暖
化
対
策
条
例
に
つ
い
て
〉

　 

　
気
候
危
機
を
ふ
ま
え
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
脱
炭
素
社
会
を
達
成
す
る

た
め
に
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
条
例
改
正
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
党
議
員

団
は「
気
候
危
機
と
も
い
え
る
時
代
に
突
入
し
て
い
る
」「
豊
か
な
地
球
環
境

を
将
来
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
の
岐
路
に
立
っ
て
い

る
」と
の
前
文
変
更
が
、
現
条
例
よ
り
踏
み
込
ん
で
お
り
、
気
候
危
機
を
乗

り
越
え
る
た
め
に
２
０
５
０
年
二
酸
化
炭
素
排
出
正
味
ゼ
ロ
を
か
か
げ
た
こ

と
を
評
価
し
、
賛
成
し
ま
し
た
。
条
例
と
と
も
に
具
体
化
を
進
め
る
た
め
の

三
項
目
の
付
帯
決
議
も
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　 

　
ま
た
、
賛
成
討
論
に
立
ち
、
と
り
く
み
を
更
に
進
め
る
立
場
か
ら
５
つ
の

提
案
を
行
い
ま
し
た
。
第
一
に
、
代
替
フ
ロ
ン
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
削

減
に
向
け
た
目
標
を
新
た
に
設
置
す
る
こ
と
、
第
二
に
、
全
局
が
目
標
を
共

有
し
、
全
庁
的
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％
達
成
の
計
画
を
示
し
、

特
定
事
業
者
等
へ
の
指
導
や
助
言
を
強
め
る
こ
と
、
第
三
に
、
関
西
電
力
等

に
再
エ
ネ
導
入
計
画
書
の
策
定
を
指
導
し
、
原
発
由
来
の
電
力
に
つ
い
て
は

購
入
し
な
い
と
い
う
思
い
切
っ
た
決
断
を
行
う
こ
と
、
第
四
に
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
の
具
体
策
を
示
す
こ
と
、
第
五
に
、
市
民
や
事
業
者
を
含
め

て
の
取
組
の
推
進
に
財
政
支
援
を
行
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
の
基
準
年
を
１
９
９
０
年
か
ら
２
０
１
３
年
に
変
更
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
削
減
す
る
目
標
を
、
２
０
１
３
年
比
₂₆
％
（
₉₀
年

比
で
は
₁₈
％
）と
い
う
低
い
削
減
目
標
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
国
に
追
随
す
る

の
で
は
な
く
、
気
候
危
機
宣
言
に
ふ
さ
わ
し
い
水
準
に
国
を
け
ん
引
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
も
述
べ
ま
し
た
。

　 

　
加
え
て
、
京
都
市
会
と
し
て「
脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
す
決
議
」を

全
会
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。
決
議
で
は
、「
本
市
会
は
、
こ
こ
に
気
候
非

常
事
態
を
宣
言
し
・
・
あ
ら
ゆ
る
主
体
と
危
機
感
、
目
標
を
共
有
し
た
う
え

で
⋮
自
主
的
か
つ
積
極
的
に
地
球
温
暖
化
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
を
決
意
す

る
」と
、
京
都
市
会
と
し
て
気
候
非
常
事
態
を
宣
言
し
、
決
意
を
示
し
ま
し

た
。

〈
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
〉

　 

　
市
長
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
を
図
る
総
額
５
億
８

０
０
０
万
円
の
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
、
ひ
と
り
親
家
庭
臨
時
特
別
給
付
金

の
追
加
支
給
を
行
う
補
正
と
あ
わ
せ
て
終
了
本
会
議
で
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
党
議
員
団
は
、
市
民
生
活
の
現
状
と
実
態
か
ら
求
め
ら
れ
て
い

る
水
準
か
ら
言
え
ば
不
十
分
な
規
模
で
あ
る
も
の
の
、
何
れ
も
、
コ
ロ
ナ
対

●
行
財
政
局

◦ 

中
期
財
政
収
支
見
通
し
と
来
年
度
予
算
の
見
込
み
に
つ

い
て

　 

　
行
財
政
改
革
推
進
本
部
を
立
ち
上
げ
、
取
り
組
も
う

と
し
て
い
る「
集
中
改
革
期
間
」の
内
容
が
、
投
資
的
経

費
の
中
止
・
見
直
し
で
は
な
く「
計
画
的
執
行
」と
さ
れ

て
い
る
問
題
に
つ
い
て
、
大
型
事
業
の
凍
結
、
見
直
し

こ
そ
必
要
と
迫
り
ま
し
た
。

●
消
防
局

•
火
災
予
防
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

　

 　

電
気
自
動
車
の
普
及
と
一
体
に
、
高
電
圧
の
高
速

充
電
設
備
の
火
災
な
ど
の
事
故
を
予
防
す
る
た
め
の

規
定
整
備
を
行
う
も
の
。

●
総
合
企
画
局

•
京
都
市
国
際
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
。

　

 　

多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
と
と
も
に
、
ジ
ェ
ン
ダ

ー
（
＝
社
会
的
文
化
的
性
差
）の
平
等
の
位
置
づ
け
を

高
め
て
い
く
必
要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。

●
人
事
委
員
会

•
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
報
告
に
つ
い
て

●
環
境
政
策
局

◦ 

地
球
温
暖
化
対
策
条
例
の
一
部
改
正
で
、
２
０
５
０
年

目
標
正
味
ゼ
ロ
の
目
標
が
、
温
室
効
果
ガ
ス
で
は
な

く
、
二
酸
化
炭
素
正
味
ゼ
ロ
と
し
て
い
る
意
味
に
つ
い

て
質
問
。
ま
た
、
代
替
フ
ロ
ン
が
5₉
％
増
加
の
問
題
を

指
摘
し
、
具
体
的
な
削
減
目
標
と
対
策
を
求
め
ま
し

た
。
市
内
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
事
業
者
へ
の
具
体

的
な
目
標
と
点
検
、
市
の
施
設
の
再
エ
ネ
の
導
入
、
市

内
建
築
物
な
ど
へ
の
再
エ
ネ
導
入
助
成
制
度
な
ど
に
つ

い
て
も
求
め
ま
し
た
。

◦ 

エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定（
京
都

市
環
境
保
全
活
動
セ
ン
タ
ー
）に
つ
い
て
、
同
団
体
に

つ
い
て
応
援
の
立
場
で
あ
り
、
利
用
料
金
制
に
移
行
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
運
営
が
困
難
に
な
ら
な
い
か
指
摘

し
、
支
援
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

◦ 「
京
都
市
循
環
型
社
会
推
進
基
本
計
画
」（
案
）の
市
民

意
見
募
集
に
つ
い
て
、
特
定
レ
ジ
袋
を
認
め
た
問
題
を

指
摘
。
自
動
販
売
機
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
削
減
の
計
画

や
取
り
組
み
、
リ
チ
ウ
ム
電
池
な
ど
の
回
収
強
化
と
商

品
を
つ
く
ら
せ
な
い
取
り
組
み
を
求
め
ま
し
た
。

◦ 「
京
都
市
生
物
多
様
性
プ
ラ
ン
」（
案
）の
市
民
意
見
募

集
に
つ
い
て
は
、
外
来
種
の
生
物
の
駆
除
な
ど
に
つ
い

て
市
民
に
わ
か
り
や
す
く
周
知
す
る
こ
と
な
ど
を
求
め

ま
し
た
。

●
子
ど
も
若
者
は
ぐ
く
み
局

◦
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

◦ 

京
都
市
楽
只
保
育
所
新
築
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

◦ 

特
定
教
育
・
保
育
施
設
に
係
る
行
政
処
分
に
つ
い
て

陳
情
審
査「
社
会
福
祉
法
人
へ
の
指
導
」

一
般
質
問

「
保
育
の
充
実
に
つ
い
て
」

「
児
童
福
祉
施
設
等
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
へ
の
対
応

に
つ
い
て
の
一
部
見
直
し
に
つ
い
て
」

　

 　

消
毒
に
つ
い
て
、
自
分
達
で
ど
こ
ま
で
や
る
べ
き

な
の
か
悩
ま
し
い
と
い
う
声
を
紹
介
。
保
健
所
と
相

談
の
上
で
子
ど
も
若
者
は
ぐ
く
み
局
が
責
任
を
持
っ

て
主
導
し
、
施
設
の
負
担
軽
減
を
図
る
よ
う
求
め
ま

し
た
。

●
教
育
委
員
会

◦ 

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て（
京
都
市
知
的
障
害
者

学
習
ホ
ー
ム
ひ
か
り
学
園
）

◦ 

京
都
市
立
近
衛
中
学
校
増
築
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

　
 　

新
築
の
体
育
館
に
設
置
さ
れ
る
太
陽
光
発
電
の
容

量
が
₁₀
k
w
と
少
な
く
、
避
難
所
と
し
て
活
用
す
る

に
は
頼
り
な
い
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

請
願
審
査「
小
学
校
の
よ
う
な
全
員
制
の
中
学
校
給
食
の

実
施
」

　

 　

給
食
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
食
育
や
子
ど
も
の

育
ち
に
つ
い
て
市
民
に
開
か
れ
た
議
論
が
で
き
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

陳
情
審
査「
少
人
数
学
級
の
実
現
の
要
請
」

　

 　

教
員
数
の
確
保
の
た
め
に
意
思
決
定
の
早
さ
が
重

要
に
な
る
と
指
摘
。
京
都
市
、
教
育
委
員
会
、
市
議

会
の
力
を
結
集
し
、
₃₀
人
学
級
の
実
現
に
向
け
て
迫

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
ま
し
た
。

一
般
質
問

「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援
、
調
査
に
つ
い
て
」

●
保
健
福
祉
局

◦ 

京
都
市
再
犯
防
止
推
進
計
画（
仮
称
）素
案
に
関
す
る
市

民
意
見
募
集
に
つ
い
て

◦ 「
第
８
期
京
都
市
民
長
寿
す
こ
や
か
プ
ラ
ン（
令
和
３
年

度
～
５
年
度
）」策
定
に
向
け
て
の
中
間
報
告
に
つ
い
て

◦ 

第
二
期
京
都
市
動
物
愛
護
行
動
計
画
概
要
案
に
関
す
る

市
民
意
見
募
集
に
つ
い
て

陳
情
審
査「
医
療
用
品
を
生
産
す
る
国
策
会
社
の
設
立
の

要
請
」

陳
情
審
査「
敬
老
乗
車
証
制
度
の
継
続
」

　

 　

フ
レ
イ
ル
対
策
・
介
護
予
防
の
観
点
か
ら
、
敬
老
乗

車
証
制
度
の
維
持
が
重
要
で
あ
る
と
主
張
し
ま
し
た
。

一
般
質
問

「
医
療
、
保
健
所
、
衛
生
環
境
研
究
所
の
体
制
拡
充
に
つ

い
て
」

　

 　

医
療
機
関
へ
の
緊
急
包
括
支
援
交
付
金
の
速
や
か

な
支
給
を
求
め
ま
し
た
。
診
療
・
検
査
体
制
に
つ
い

て
、
地
域
医
師
会
で
の
取
り
組
み
を
モ
デ
ル
と
し
て
、

各
行
政
区
で
の
取
り
組
み
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
検

討
を
求
め
ま
し
た
。

●
都
市
計
画
局

◦「
京
都
市
屋
外
広
告
物
等
に
関
す
る
条
例
改
正
」

　

 　

許
可
の
必
要
の
な
い
看
板
に
つ
い
て
も
安
全
点
検

を
義
務
づ
け
る
も
の
で
あ
る
が
、
多
額
の
費
用
が
発

生
す
る
た
め
補
助
制
度
を
つ
く
る
こ
と
を
求
め
ま
し

た
。

◦「
指
定
管
理
者
の
指
定
」７
件

　

 　

京
都
市
の
公
的
責
任
を
果
た
す
う
え
で
、
営
利
を

目
的
と
す
る
企
業
を
指
定
す
る
こ
と
は
問
題
だ
と
指

摘
し
ま
し
た
。

●
建
設
局

◦「
大
宮
交
通
公
園
条
例
の
改
正
」

 　

市
民
の
要
望
の
強
か
っ
た
ゴ
ー
カ
ー
ト
を
廃
止

し
、
北
消
防
署
を
新
築
す
る
た
め
、
３
０
０
０
㎡
も

公
園
を
縮
小
し
、
樹
木
も
１
３
０
本
を
伐
採
。
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
の
利
用
料
金
が
高
い
こ
と
。
道
路

沿
い
は
１
５
０
０
㎡
の
建
物
を
建
て
る
こ
と
も
可
能

で
あ
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

◦「
指
定
管
理
者
の
指
定
」

　

 　

大
宮
交
通
公
園
の
指
定
管
理
者
を
民
間
企
業
に
決

定
す
る
こ
と
で
、
公
的
な
施
設
で
事
業
者
が
利
益
優

先
の
運
営
を
す
る
こ
と
に
な
る
、と
主
張
し
ま
し
た
。

●
産
業
観
光
局

◦ 

付
託
議
案
審
査
／
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
京
都
市
勧
業
館
）

◦ 

理
事
者
報
告
／
「
京
都
市
農
林
行
政
基
本
方
針
」

（
素
案
）に
関
す
る
市
民
意
見
の
募
集
に
つ
い
て

　

 　

農
家
収
入
の
安
定
が
必
要
と
指
摘
。
ま
た
、
11
月

25
日
の
農
業
新
聞
で
、
ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て

「
万
能
で
は
な
い
」と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
紹
介

し
な
が
ら
、
京
都
の
農
業
に
合
わ
せ
た
政
策
、「
地

消
地
産
」の
観
点
が
必
要
と
主
張
し
ま
し
た
。
加
え

て
、
生
物
多
様
性
、
気
候
温
暖
化
、
学
校
給
食
と
の

関
連
も
必
要
と
指
摘
。
最
後
に
、
種
苗
法
改
正
に
つ

い
て
、
京
都
の
農
家
の
実
情
の
把
握
を
求
め
ま
し
た

が
、「
聞
き
取
り
等
で
把
握
し
て
い
る
。
市
内
農
家

に
は
ほ
と
ん
ど
影
響
は
な
い
と
考
え
て
い
る
」と
答

弁
し
ま
し
た
。

　

 　

他
会
派
の
質
疑
の
中
で
、
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
の

区
役
所
へ
の
移
転
に
つ
い
て
言
及
が
あ
り
ま
し
た
。

◦
一
般
質
問「
旅
館
へ
の
支
援
に
つ
い
て
」

●
交
通
局

◦
陳
情
審
査「
小
山
・
大
塚
地
域
の
バ
ス
路
線
の
改
善
」

◦ 

一
般
質
問「
交
通
局
の
財
政
状
況
と
市
民
の
足
と
し

て
の
役
割
に
つ
い
て
」

●
上
下
水
道
局

◦
一
般
質
問「
水
道
の
水
質
検
査
に
つ
い
て
」

　

 　

京
都
市
が
行
っ
て
い
る
71
項
目
の
水
質
検
査
の
維

持
継
承
、
検
査
技
師
2
名
の
不
補
充
、
民
間
委
託
に

つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

常任委員会トピックス

産
業
交
通
水
道
委
員
会

（
2
0
2
0
年
12
月
4
日
）

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

（
2
0
2
0
年
12
月
4
日
）

総
務
消
防
委
員
会

（
2
0
2
0
年
12
月
3
日
）

文
化
環
境
委
員
会

（
2
0
2
0
年
12
月
3
日
）

教
育
福
祉
委
員
会

（
2
0
2
0
年
12
月
3
日
）
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策
と
し
て
必
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
賛
成
し
た
上
で
、
問
題
点
を
討

論
で
述
べ
ま
し
た
。

　 
　
第
一
に
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
は
、
消
毒
対
策
の
補
正
予
算
は

予
算
不
足
時
に
は
追
加
措
置
を
と
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
検
査
に
つ

い
て
社
会
的
検
査
・
防
疫
的
検
査
の
必
要
性
を
指
摘
し
ま
し
た
。

 

第
二
に
、
年
末
に
向
け
て
の
経
済
支
援
と
生
活
支
援
に
つ
い
て
は
、
宿
泊

観
光
促
進
の
施
策
が
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
へ
の
参
加
が
条
件
と
さ
れ
て
い
る

問
題
点
を
指
摘
。
ま
た
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
へ
の
直
接
支
援
が
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。

　 

　
第
三
に
、
三
施
設
一
体
化
の
整
備
に
関
す
る
債
務
負
担
行
為
設
定
に
つ
い

て
は
、
土
壌
汚
染
対
策
と
し
て
必
要
な
も
の
で
あ
る
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
に

三
施
設
一
体
化
事
業
の
再
検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
。
住
民
基
本
台

帳
法
の「
改
正
」に
対
応
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
に
つ
い
て
は
不
要
不
急

の
事
業
で
あ
り
見
直
し
を
求
め
ま
し
た
。

　 

　
₁₁
月
市
会
の
冒
頭
、
党
議
員
団
は
、
年
末
年
始
に
市
民
が
路
頭
に
迷
う
こ

と
が
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
し
て「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
及
び
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
営
業
と
く
ら
し
、
雇
用
を
守
る
た
め
の
年
末
支
援

の
緊
急
申
し
入
れ
」を
行
い
ま
し
た
。

　 

　
代
表
質
問
や
補
正
予
算
委
員
会
等
の
質
疑
で
も
、
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
に

よ
る
感
染
拡
大
な
ど
政
府
の
コ
ロ
ナ
対
策
の
迷
走
を
批
判
。
感
染
拡
大
防
止

が
一
番
の
経
済
対
策
で
あ
り
、
事
業
者
へ
の
直
接
支
援
の
具
体
化
を
繰
り
返

し
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
各
地
で
取
り
組
ま
れ
た
食
料
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
寄
せ
ら
れ
た
学
生
の
深
刻
な
実
態
に
つ
い
て
も
紹
介
し
、
市
独
自
の
給
付

制
奨
学
金
制
度
の
創
設
等
を
求
め
ま
し
た
。
党
議
員
団
と
青
年
が
求
め
て
き

た
青
年
・
学
生
の
実
態
調
査
に
つ
い
て
、
京
都
市
・
京
都
府
が
詳
細
を
取
り

ま
と
め
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
雇
用
へ
の
影
響
調
査
結

果
」が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
約
９
割
の
学
生
が
就
職
活
動
へ
の
影
響
が
あ
っ

た
と
回
答
、
７
割
以
上
の
学
生
が
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
就
労
環
境
へ
の
影
響
を

受
け
て
い
る
と
回
答
す
る
な
ど
深
刻
な
実
態
が
重
ね
て
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
党
市
会
議
員
団
は
京
都
市
が
学
生
の
就
職
支
援
の
先
頭
に
立
つ
こ
と
を

引
き
続
き
求
め
て
い
ま
す
。

〈
大
宮
交
通
公
園
整
備
に
つ
い
て
〉

　 

　
党
議
員
団
は
、
大
宮
交
通
公
園
整
備
に
つ
い
て
反
対
討
論
に
た
ち
、
理
由

を
述
べ
ま
し
た
。
第
一
に
、
ゴ
ー
カ
ー
ト
を
な
く
さ
な
い
で
ほ
し
い
と
い
う

声
に
背
を
向
け
た
こ
と
、
第
二
に
、
公
園
面
積
を
３
０
０
０
㎡
も
縮
小
し
、

樹
木
を
大
幅
に
伐
採
す
る
な
ど
公
園
機
能
を
後
退
さ
せ
た
こ
と
、
第
三
に
、

パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
よ
り
事
業
者
の
利
益
が
優
先
さ
れ
る
公
園
づ
く
り
と
な
る

こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
の
利
用
料
金
が
高

額
で
あ
る
こ
と
な
ど
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

一
、
議
員
提
出
議
案
に
対
す
る
党
議
員
団
の
態
度
に
つ
い
て

　 

　
議
員
提
出
議
案
で
あ
る
意
見
書
・
決
議
に
つ
い
て
６
件
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
う
ち
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
す
決
議
等
４
件
が
全
会
一
致
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。「
年
末
に
向
け
て
国
民
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の
緊
急
対

策
を
求
め
る
意
見
書
」、「
後
期
高
齢
者
医
療
一
部
負
担
金
の
２
割
負
担
導
入

方
針
の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書
」は
わ
が
党
以
外
の
会
派
・
議
員
の
反
対
で

否
決
さ
れ
ま
し
た
。
討
論
に
立
ち
、「
年
末
に
向
け
て
国
民
生
活
を
支
援
す

る
た
め
の
緊
急
対
策
を
求
め
る
意
見
書
」に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
が
極
め
て
不
十
分
で
あ
り
、
予
備
費
の
活
用
策
を
示
し
て

い
な
い
無
責
任
な
政
府
の
姿
勢
を
批
判
。
国
の
予
備
費
７
兆
円
を
活
用
し
、

緊
急
に
新
た
な
対
策
を
打
ち
出
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、「
後

期
高
齢
者
医
療
一
部
負
担
金
の
２
割
負
担
導
入
方
針
の
撤
回
を
求
め
る
意
見

書
」に
つ
い
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
高
齢
者
の
健
康

と
生
活
へ
の
不
安
が
高
ま
っ
て
い
る
と
き
に
、
医
療
の
負
担
増
を
持
ち
出
す

姿
勢
そ
の
も
の
が
重
大
で
あ
り
、
大
企
業
や
富
裕
層
を
優
遇
す
る
不
公
平
税

制
に
は
手
を
付
け
ず
に
高
齢
者
の
窓
口
負
担
を
あ
げ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い

と
厳
し
く
指
摘
し
ま
し
た
。

一
、
請
願
・
陳
情
つ
い
て

　 

　
₁₁
月
市
会
で
は
、
請
願
4
件
・
陳
情
₁₁
件
が
審
査
さ
れ
ま
し
た
。
９
４

１
８
筆
の
署
名
を
そ
え
て
提
出
さ
れ
た「
小
学
校
の
よ
う
な
全
員
制
の
中
学

校
給
食
の
実
施
」を
求
め
る
請
願
１
件
は
継
続
審
査
と
な
り
、
医
療
機
関
等

へ
の
緊
急
支
援
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
人
員
基
準
等
の
取
扱
い
の
是
正

等
９
月
市
会
で
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
請
願
３
件
は
党
議
員
団
以
外
の
全

て
の
会
派
・
議
員
が
不
採
択
を
主
張
し
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

９
月
市
会
以
降
出
さ
れ
た
、
敬
老
乗
車
証
制
度
の
継
続
を
求
め
る
陳
情
、
小

山
・
大
塚
地
域
の
バ
ス
路
線
の
改
善
を
求
め
る
陳
情
、
公
営
保
育
所
民
間
移

管
園
に
つ
い
て
の
社
会
福
祉
法
人
の
対
応
を
め
ぐ
る
指
導
を
求
め
る
陳
情
等

に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

一
、
最
後
に

　 

　
市
長
が
財
政
健
全
化
推
進
本
部
の
訓
示
の
中
で「
社
会
的
な
課
題
の
解
決

を
税
金
で
、
公
務
員
、
行
政
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
時
代
は
終

わ
っ
て
い
る
」と
述
べ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に「『
公
的
責
任
放
棄
』宣
言
」を

認
め
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
自
治
体
の
役
割
は
命
と
暮
ら
し
、
生
業
を

守
る
こ
と
で
す
。

　 

　
₁₂
月
₁5
日
に
は
第
５
回
行
財
政
審
議
会
、
₁₂
月
₂₁
日
に
は
総
務
消
防
委
員

会
に
歳
出
改
革
の
在
り
方
が
示
さ
れ
ま
す
。
党
議
員
団
は
、
行
財
政
審
議
会

の
先
取
り
で
あ
る
市
民
税
独
自
減
免
制
度
の
廃
止
が
明
ら
か
に
し
た
自
助
押

し
付
け
・
福
祉
切
り
捨
て
の「
行
財
政
改
革
」を
中
止
さ
せ
る
た
め
に
力
を
つ

く
し
ま
す
。

団長　井坂 博文

幹事長　加藤 あい

北　区

伏見区左京区 副団長　西野 さち子

　9月市会で継続審査になっていた「市民税減免制度
廃止」を共産党以外の政党・議員は全員賛成し可決し
ました。4人家族で年間所得161万円～172万円未満
の世帯への負担増です。市民税が非課税から課税にな
れば57もの福祉施策に影響が出ます。所得の低い世
帯に高齢者の高額療養費が2倍になれば払えるでしょ
うか。医療にかかれず手遅れになれば大変です。命に
かかわります。市長の「誰一人取り残さない」は偽り
です。許せません！

　9月市会で継続審議となった「市民税独自減免制度
廃止条例」。局の説明も資料も何も変わっていないの
に11月市会冒頭本会議で採決。党議員団は当事者の声
をくみ上げ、市民団体と共同し、総力を挙げて減免制
度を守るために奮闘。コロナ禍の下で、提案した市長
と賛成した党と議員に市民の悲鳴が聞こえないのか！
　実際の施行は3年後。あきらめる必要は全くありま
せん。何としても撤回に追い込みましょう。たたかい
はこれからだ！

　コロナの感染が広がり始めてもう一年がたとうとし
ています。長引く感染拡大に多くの方が疲弊し、もう、
限界だとの声が寄せられています。今、政治がやるべ
きはみなさんに寄り添い、命を守り暮らしを支えるこ
とです。全く逆行した政治に対峙した11月市会。市
民税減免廃止で市長の行財政改革の正体見たりです。
住民の命を守るために、豊かな福祉を実現し、くらし
を応援していく政治の実現を正面からかかげてがんば
ります。

あきらめない！
たたかいはこれから！

弱い者いじめの政治は
絶対に許せない

コロナ禍…政治に求めら
れていること

1818　　人の
市会議員から一言

団　長　井坂　博文
副団長　西野さち子
幹事長　加藤　あい
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18人の市会議員から一言

井上 けんじ 南　区 赤阪　 仁 伏見区

かまの 敏徳 下京区河合 ようこ 西京区

　開会本会議冒頭、我党以外各党の賛成多数で「市民
税減免」制度廃止可決。市長も「集中改革期間」設定
とのこと。コロナの①感染拡大防止と、②くらし・仕
事を守る為の補正予算は全く不十分。①は検査の抜本
的拡充とその為の体制補強、②は給付金など直接支援
を求めました。うち、一人親世帯への特別給付金は実
現。地球温暖化対策条例の補強と気候非常事態宣言は
全会一致。後期高齢者医療窓口負担2割化撤回を求め
る意見書は我党以外が否決。

　移管予定法人が受託を辞退され、「聚楽保育所を廃
止する」条例を撤回した京都市。12人の入所希望が
あるのに聚楽保育所の受入枠「未定」と発表（12/7）。
理由は「今後の方向が定まっていないから」…?!　市
営聚楽保育所は現存する。希望者受入れが当然だ。市
は保護者や子どものことを想像することすらできない
のか！
　山科区唯一の市営鏡山保育所は、移管を希望する法
人の提案を受け、民間移管を決めたという。25ヵ所し
かなかった市営保育所は既に10ヵ所以上廃止された。
　『民間移管ありき』の方針はやめるべきです！

　市民税の減免制度の廃止が突然9月市会に出たが、
継続審議となり、11月市会に持ち越した。国からの
補助金10億7千万円が国に召し上げられ、市民に1億
6千万円の負担増。さらに、医療・福祉関連の負担が
増え14億8千万円に。子どもの未来を奪い、年寄りは
医療と介護にお金が払えず、姥捨て山に捨てられる昔
話に戻してはならない。当面する衆議院選挙はで野党
連立政権を樹立し、2年半後の京都市長選挙で市長を
変えるぞ。

　大宮交通公園の管理運営について、まちづくり委員
会で質疑しました。
　今回「パークPFI」という手法で、指定管理事業者
に任せることになりました。これは、事業者は公園の
管理運営を行う一方、便益施設を建設し、そこから得
られるテナント料やイベント収入で、利益を上げるこ
とができる仕組みです。営利目的ではない公共施設の
中で、「ゴーカートの存続を」との住民要求より、事
業者の利益が優先される仕組みは問題です。
　「パークPFI」の拡大を許さず、公共施設はどうあ
るべきか、引き続き京都市を質していきます。

一致点拡大めざしつつ
各党立場の違いも浮き彫りに

弱い者いじめの政治をストップ、
国政と京都市政の転換を

指定管理事業者の利益が
優先される公園づくりは問題

「ありえない！」ことだらけの
市営保育所「民間移管ありき」

くらた 共子 上京区鈴木 とよこ 山科区

玉本 なるみ 北　区とがし 豊 左京区

　京都市は市の独自事業（敬老乗車証や学童虫歯の無
料化など）のあり方の見直しを、市長が選んだ行財政
審議会委員によって議論しています。おまけに市長が
この間「社会的な課題の解決を税金で、公務員、行政
がやらなければならないという時代は終わっている」
と言ったことは許されません。それでは国いいなりの
一事業所にすぎません。市営保育所の民間への移管を
進め、市民の財産である市有の土地もどんどん売り払
っています。こんな市長こそ終わっています。

　コロナ重症者を受け入れる京都府立医大病院の医療
体制がひっ迫していると聞きます。大阪では看護学校
の補助金カット、府と市それぞれにあった公立病院を
統合しベッドを減らしました。いま、コロナ重症者の
急増で重症者専用センターをつくりましたが、看護師
が確保できないという致命的な状況です。京都市も各
区の保健所を一つに集約したことが感染症対策の弱点
となり、自治体の機能を損なっています。このような
政治の転換に全力でがんばります。

　11月25日議会冒頭、「京都市独自の市民税減免」は、
門川オール与党により廃止されてしまった。他の政令
都市はどこもしていない。国ににらまれるという理由。
もはや福祉の心はない。また、議会最終日12月10
日、政府は後期高齢者医療の窓口負担金について年収
200万円以上は2割負担を閣議決定。満身の怒りを込
めて「撤回を求める国への意見書」の賛成討論に立っ
た。しかしオール与党で否決。怒りはＭＡＸだ。国民、
市民と連携し、必ず撤回させていきたい。

　小学校のような温かい中学校給食の実現を求める
請願が市議会に提出されました。コロナ禍において
9418筆もの署名を集めるというのは並大抵ではあり
ません。その迫力が、初回の委員会審議でも日本共産
党以外の会派からも質疑が行われるという状況を作っ
ています。少人数学級の実現を求めた請願署名は、つ
いに分厚い壁を破って、全会一致の「意見書」として
実りました。中学校給食でもご一緒に大きな一歩を踏
み出したいですね。

弱い者いじめ・
福祉の後退は許せない

次は、中学校給食実現の
展望開きたい！

いのち守る感染症対策こそ
経済対策です！

京都市の地方自治体とし
ての後退が止まりません
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18人の市会議員から一言

ひぐち 英明 左京区平井 良人 中京区

森田 ゆみ子 南 区 ほり 信子 右京区

　11月市会冒頭の本会議で、福祉切り捨ての市民税
減免制度の廃止が共産党以外の議員全員が賛成をした
ことにより可決されてしまいました。また、世界中で
温暖化による猛暑、集中豪雨、森林火災等気候危機が
深刻にもかかわらず、環境への影響が危惧される北陸
新幹線やリニアは、推進する方向です。コロナ禍の今、
命と暮らしを守ることを優先し、新しい年はみんなが
健やかに暮らせるように共産党市会議員団18人力を
合わせ頑張ります。

　9月市会では「30人学級を求める意見書」を、11月
市会では「地球温暖化対策条例の一部改正」と具体化
のための「付帯決議」を、そして「脱炭素社会を目指す」
市会決議を全会一致で採択しました。これは、当たり前
だけれど画期的なことだと感じています。
　ただ、今市会で「市税条例減免制度の廃止」の議案
が他会派の賛成で可決したことは、弱い者いじめの市
政であり、自治体本来の責任放棄と言わざるを得ません。
撤回めざして市民のみなさんと力を合わせて頑張ります。

　12月1日に代表質問をし、市長・副市長の姿勢を質
しました。コロナ禍のもと、医療や事業、労働など多
方面にわたり生活を圧迫する事態が続いています。京
都市からの答弁はこれまでの実績を述べるのみで、国
への要望が不十分であるとともに、新たに「京都市持
続可能な行財政審議会」を立ち上げ、コロナで苦しん
でいる市民に対して、福祉の切り捨てと市民への負担
増をかぶせようとしています。絶対に撤回させましょ
う。

　京都老人ホームでのコロナ感染では、京都市の指導
で全職員、全利用者に繰り返しPCR検査を行ってい
ます。介護や医療関連の施設で、感染者が出る前に定
期的な検査を行うところまでは到達していませんが、
京都市でもこの間、検査の充実が図られてきています。
検査体制も、わが党が求めていた京大病院との協定も
結んだことで、1日の検査数も大量に行うことができ
るようになっています。
　市民の声と議会での論戦で、政治が動きます。

代表質問を行いました
コロナの検査も
少しずつ充実

「脱炭素社会を目指す」市会
決議を全会一致であげる!!

税金の使い方は
命を守るためにこそ!!

山本 陽子 山科区

山田 こうじ 右京区やまね 智史 伏見区

　山科区の住民から出された陳情「小山・大塚地域の
バス路線の改善」について、委員会で質疑を行いまし
た。周辺部では更なる高齢化で、バスの確保がなけれ
ば生活が大変不安です。市バスが撤退した山科区で、
本市の果たす責任は重く、先日から、山科醍醐地域で
京阪バス29便の減便が実施されたことで、より一層、
京都市長にその態度が問われています。切実な住民の
皆さんの願いを代弁し、京都市に迫っていきたいと思
います！

　昭和26年から続けてきた京都市独自の市税減免制
度。「他都市にはない特異な制度」だと11月市会で廃
止に。税金とは、支払える能力のある人から応分の負
担を求め、税を支払う資力のない人も含めて住民に必
要なサービスを提供することを可能にするもの。憲法
に基づき、基本的人権や生存権を保障し、生計費非課
税の原則に基づく他都市にはない優れた制度。税の公
平というのであれば、あまねく負担を求めるのではな
く、負担能力に応じた累進課税こそ！

　今議会の補正予算では、「平日の宿泊観光促進で経
済活性化」として「宿泊観光の促進による地域経済活
性化事業（9000万円）」が提案されました。しかし、
その対象となる宿泊施設は「GoToトラベル参加」が
条件付けられています。これでは大手旅行会社やオン
ライン予約サイトの手数料が負担となる中小宿泊事業
者は救われないのではないか。今必要なのはGoToで
恩恵を得られていない事業者を支援することではない
か。事業者支援の中身を改善するよう強く求めました。

コロナ禍で
やることちゃうやん！

コロナ禍で求められる
公共交通充実の願い

GoToトラベルの恩恵ない
事業者への支援を！

【声　　明】  11月市会を終えて
（2020/12/11）

【申し入れ】  新型コロナウイルス感染症
対策及びコロナ禍から営業
とくらし、雇用を守るため
の年末支援の緊急申し入れ
（2020/11/30）

【声　　明】  市民税独自減免制度廃止の
可決について
（2020/11/26）

新着情報（見解・声明など）New

全文は、市議団ホームページをご覧ください。
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事務局から

北　　区 上 京 区 左 京 区

井坂 博文
☎︵₄₁₁︶₈₆₉₃

玉本なるみ
☎︵₇₂₃︶₃₆₈₉

くらた共子
☎₀₈₀︵₁₄₈₆︶₇₃₀₄

加藤 あい
☎₀₉₀︵₅₀₉₈︶₉₁₂₇

とがし 豊
☎︵₇₇₁︶₇₈₄₇

ひぐち英明
☎₀₉₀︵₉₁₁₆︶₆₄₉₃

右 京 区 中 京 区 下 京 区 山 科 区

ほり 信子 
☎︵₈₇₂︶₉₂₈₂

山田こうじ
☎₀₉₀︵₃₉₇₀︶₄₇₀₁

平井 良人
☎₀₉₀︵₆₅₅₇︶₄₇₄₀

かまの敏徳
☎₀₉₀︵₉₅₄₆︶₂₇₆₃

鈴木とよこ
☎₀₉₀︵₁₅₈₈︶₃₆₀₀

山本 陽子 
☎︵₅₉₅︶₈₃₄₂

西 京 区 南 　 区 伏 見 区

河合ようこ
☎︵₃₉₂︶₃₅₄₆

井上けんじ
☎︵₆₉₁︶₃₃₂₃

森田ゆみ子
☎₀₈₀︵₅₇₀₂︶₀₁₆₆

赤阪　 仁 
☎︵₆₃₁︶₇₅₀₅

西野さち子
☎︵₅₇₁︶₅₇₃₁

やまね智史 
☎︵₆₂₂︶₂₀₀₉
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